
様式第５号（教育実習実施計画に関する書類） 
教 育 実 習 実 施 計 画 
１ 教育実習の内容及び成績評価等 
① 教育実習等の時期 
４年次５月～６月 

② 教育実習等の実習期間・総時間数 
中学校３週間（１３５時間）及び実習先での事前打合せ２日間 
高等学校２週間（９０時間）及び実習先での事前打合せ２日間 
 

③ 実習校の確保の方法 
大学が実習校を選定、実習依頼を行う。 

 
④ 実習内容 

（中学校） 
・教育目標達成のための学校経営及び特色ある教育活動並びにそれらを実施する組織体制について

理解する 
 ・指導教員等の実施する授業を視点を持って観察し、事実に即して記録する 
 ・学級担任や教科担任等の補助的な役割を担う 

・学習指導要領及び生徒の実態等を踏まえた学習指導案を作成し、授業を実践する 
 ・学習指導に必要な基礎的技術（話法、板書、学習形態、授業展開、環境構成など）を習得するとと

もに、適切な場面で情報機器を活用する 
 ・ホームルーム担任の役割と職務内容を理解する 
 ・様々な活動場面で、生徒との関わりを通して生徒の実態や課題を把握する 
 

（高校） 
・教育目標達成のための学校経営及び特色ある教育活動並びにそれらを実施する組織体制について

理解する 
・指導教員等の実施する授業を視点を持って観察し、事実に即して記録する 
・ホームルーム担任や教科担任等の補助的な役割を担う 
・学習指導要領及び生徒の実態等を踏まえた学習指導案を作成し、授業を実践する 
・学習指導に必要な基礎的技術（話法、板書、学習形態、授業展開、環境構成など）を習得すると

ともに、適切な場面で情報機器を活用する 
・ホームルーム担任の役割と職務内容を理解する 
・様々な活動場面で、生徒との関わりを通して生徒の実態や課題を把握する 
 

⑤ 実習生に対する指導の方法 
実習校の教職員より指導を受けることを基本とする。実習期間中、実習担当教員が巡回し、指導す 
る。 
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⑥ 実習の成績評価（評価の基準及び方法） 
※ 評価項目表、評価シート等がある場合は、本計画書に添付すること。 
事前指導の指導案作成と模擬授業（30％）・事後指導の発表（20％）・実習校の評価（50％） 
評価書は、添付のとおり。 

２ 事前及び事後の指導の内容等 
① 時期及び時間数 

3 年次 1 学期より 4 年次 2 学期まで 計 45 時間 

② 内容（具体的な指導項目） 
ア）事前指導 
・教育実習にあたっての心構えと準備（教育実習生として遵守すべき義務等の理解と責任の自覚） 
・教育実習の概要と教員の服務・勤務の理解 
・実習日誌の記入方法、業観察の方法、記録の取り方 
・学習指導案の作成と模擬授業 
イ） 事後指導 
・教育実習の報告と意見交換（教育実習を通して得られた知識と経験のふりかえり） 
・自己課題の確認（教員免許取得までにさらに取得することが必要な知識や技能等の理解） 
 

３ 教育実習に関して連絡調整等を行う委員会・協議会等（以下「委員会等」という。） 
① 大学内の各学部・学科等との連絡調整を行う委員会等 
・ 委員会等の名称 

国立大学法人長岡技術科学大学教務委員会 
 
・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 

委員長１人 委員２８人 
 
・ 委員会等の運営方法 

会議開催頻度 年１４回程度 
教務委員会は、本学の教育に関する次の各号に掲げる全学的事項の審議及び連絡調整を行う。 

1) 教育課程の統括的運営・管理 
授業科目等履修規則、教育課程表、教職科目実施、学年歴、学年始めの日程 

2) 教育指導の統括的運営・管理 
大学院学生の指導教員の決定 

3) 教育の実施に関する統括的運営・管理 
大学以外の教育施設等の学修成果の単位認定、履修申告等日程 

4) 授業の実施に関する統括的運営・管理 
授業時間割、非常勤講師による授業実施計画、授業に対する習熟度調査 

5) 学位の審査に関する統括的運営・管理 
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学位論文審査付託に係る審査委員の指名、論文審査日程 
6) 卒業及び第 3 学年進学の認定に関する統括的運営・管理 

学部卒業者、大学院修了者の認定、第 3 学年進学の認定 
7) 第 1 学年入学者の課程配属に関する統括的運営・管理 

課程配属の定員、配属先の決定 
8) 教育実習に関する統括的運営・管理 

教育実習計画の管理 
9) その他全学の教務に関する統括的運営・管理 

教務委員会関係部会への諮問及び関係部会の答申による方策 
 
【委員会の組織図】 

 
 
② 大学外の関係機関（例：都道府県及び市区町村教育委員会など）との連絡調整等を行う委員会等 
・ 委員会等の名称 

国立大学法人長岡技術科学大学教務委員会 
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・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 

① に同じ 
 
・ 委員会等の運営方法 

① に同じ 
 
【委員会の組織図】 

① に同じ 
 
４ 教育実習の受講資格 
１．中学校一種免許（理科）の教育実習希望者は、原則として前年度学年末までに以下に掲げる科

目を履修済であること 
「教育課程論」（２単位）、「理科教育法」（８単位）、「特別活動論」（１単位）、「教育工学・方法

論（情報通信技術の活用を含む。）」（２単位）、「生徒・進路指導論」（２単位）、「教育相談の基

礎」（２単位）の全てを修得していなければならない。また、その他の教育の基礎的理解に関する

科目等についても可能な限り修得していること。 
 
２．高等学校一種免許（理科）の教育実習希望者は、原則として前年度学年末までに以下に掲げる

科目を履修済である 
こと 
「教育課程論」（２単位）、「特別活動論」（１単位）、「教育工学・方法論（情報通信技術の活用

を含む。）」（２単位）、「生徒・進路指導論」（２単位）、「教育相談の基礎」（２単位）の全てを修得

していなければならない。また、「理科教育法Ⅰ～Ⅳ」についても４単位以上修得し、その他の教

育の基礎的理解に関する科目等も可能な限り修得していること。 
 
３．高等学校一種免許（工業）の教育実習希望者は、原則として前年度学年末までに以下に掲げる

科目を履修済である 
こと 
「職業指導論」（２単位）、「教育課程論」（２単位）、「工業科教育法Ⅰ」（２単位）、「工業科教育

法Ⅱ」（２単位）、「特別活動論」（１単位）、「教育工学・方法論（情報通信技術の活用を含む。）」

（２単位）、「生徒・進路指導論」（２単位）、「教育相談の基礎」（２単位）の全てを修得していな

ければならない。また、その他の教育の基礎的理解に関する科目等についても可能な限り修得し

ていること。 
 
５実習校 
教育 
実習 

体験 
活動 学級数の合計 中学校２０学級、高等学校２９学級 

〇  学校名 長岡市立西学校（新潟県長岡市希望が丘１丁目１０７番地） 学級数：２０ 生徒数：５０９人 

  教員数 ４０人 （内訳）教諭３３人、 助教諭０人、 講師３人、 養護教諭１人、 養護助教諭０人、 栄養教諭１人 

〇  学校名 新潟県立新潟県央工業高等学校（新潟県三条市東本成寺１３－１） 学級数：１２ 生徒数：４２９人     
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  教員数 ４３人 （内訳）教諭３４人、 助教諭０人、 講師２人、 養護教諭１人、 養護助教諭０人、 栄養教諭０人、実習助手６人 
〇  学校名 新潟県立長岡工業高等学校（新潟県長岡市幸町２－７－７０） 学級数：１７ 生徒数：６７０人 

  教員数 ５１人 （内訳）教諭４６人、 助教諭０人、 講師３人、 養護教諭１人、 養護助教諭１人、 栄養教諭０人 
 

5



令和４年１月２１日 

 

 

 国立大学法人 

 長岡技術科学大学長   殿 

 

 

 

学校名   新潟県立新潟県央工業高等学校 

               学校長       堀 内 義 博 

 

             

 

 

教育実習受入承諾書 

 

 

 令和４年１月１８日付け長技大学第７１号でご依頼のありましたことについ

て、貴学学生を教育実習生として受け入れることを承諾いたします。 
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令和４年１月２７日 

 

 

 国立大学法人 

 長岡技術科学大学長   殿 

 

 

 

学校名   新潟県立長岡工業高等学校 

               学校長       高 橋 俊 司 

 

             

 

 

教育実習受入承諾書 

 

 

 令和４年１月１８日付け長技大学第７１号でご依頼のありましたことについ

て、貴学学生を教育実習生として受け入れることを承諾いたします。 
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令和４年１月１８日 

 

 

 国立大学法人 

 長岡技術科学大学長   殿 

 

 

 

学校名   長岡市立西中学校 

               学校長       八 木 義 克 

 

             

 

 

教育実習受入承諾書 

 

 

 令和４年１月１１日付け長技大学第７０号でご依頼のありましたことについ

て、貴学学生を教育実習生として受け入れることを承諾いたします。 
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